
＜第４回 総務・経営委員会の議事録＞ 

 

開催日時：２０１７年１１月１４日（水） １８：２５～２０：３５ 

開催場所：たかつガーデン ２階 百合 

参加者 ：  （担当副会長）多田 修、  （委員長） 林 秀昭、  （副委員長）関 健一 

(敬称略)   （運営委員）朝田武志、島田真輔、上田整弘（特別参加）   合計６名（事務局除く） 

（事務局顧問） 安井賢治  （事務局）中西 －文責 

（ゲスト、プレゼン） 中小企業基盤整備機構（以下 中小機構） 藤田様、堀様 ２名 

議事内容： 

＜プレゼン＞  中小機構から J-GoodTech（ジェグテック）の説明 

【J-GoodTech（ジェグテック）とは】優れた技術・製品・サービスを有する日本の中小企業と国内・海外の 

信頼できる企業とをつなぐ、会員制ビジネス・マッチングサイトです。 

（プレゼン後の意見） 

・工業会としてジェグテックに取り組むべきか・・・? 会員へ案内しても反応は少ないかも 

         ・「中小機構」の存在や意義、活用方法を最初に知ってもらうべきではないか 

    →２回目のプレゼンなので今回出席の方は「中小機構」のことをご存じの前提でした（中小機構） 

 ・当会の経営理念、運営理念をご説明し、いかに一緒に課題を解決するかを私が話し合います。 

    少し時間を下さい。（安井顧問） 

 

＜委員会議事＞ 

１）メキシコ海外視察について （多田 副会長） 

          ・現時点で申込５名です。まだ旅行会社も決まってないですがおそらくＨＩＳになるでしょう。 

          ・日程は 1/14～21 と確定しています。 

   

２）国内工場見学会について （関 担当副委員長） 

  ・参加者の感想文や評価をまとめてあります。大半の方に「よかった」と言って頂きました。 

    次回 何かの配布機会に全会員へ配布致します。（事務局） 

・次回の見学先はまだ白紙です。検討します。 

 

（別件） 阪口製作所様が活用されておられた「サーボプレス」に関するセミナーを実施してはどうか 

  ・細工は出来るがスピードは落ちるので量産には向かない 

  ・サーボプレスは均一に圧が出る。使い方次第では利用できる。 

  ・順送で送りとの連動は取りやすい。金型の寿命も延びる。 

  ・構造は簡単で部品点数も少ない、価格も今後もっと安くなるでしょう。 

   ※上のような話を聞ければ参考になる。メーカー、ユーザーを交えてセミナーをしてはどうか。 

      安全技術委員会で検討しましょう。 （メンバー少なく委員会開催も未定です） 

 

３）次世代経営者セミナー  11/29 in 大東プレス工業㈱ （林 委員長） 

・参加者一覧表を見て青年部メンバーの参加者が少なくて残念です。 

           再度青年部メンバーへ案内を配信して 11/20 に最終締め切りします。 

          ・懇親会場へのタクシー移動（手配）が大変です。（事務局） 

          ・座席順と見学のグループ分けを決めて欲しいと言われています（11/20 まで） 

              →事務局が大東プレス工業㈱と話をして決めます。 

         

         ４）講演会（賀詞交歓会）の検討 （林 委員長） 

          ・げんこつラーメンの社長が候補でしたがお断りがありました。 

・元 MBS アナウンサーの子守康範氏へ依頼したところＯＫ頂きました。費用はすべて込みで１０万円。 

  ・テーマ、プロフィールを頂けましたら賀詞交歓会の案内を出します。（１１月末までに） 

  ・賀詞交歓会は名札の裏にテーブル番号を書くなどして決めた方が良いのでは。 



    来賓が後ろへ行かれるので、最初は出来るだけ前の方へ来て頂く為 

  ・賀詞交歓会の全体仕切りを島田真輔様へお願い致します。 

 

５）次年度セミナーに関して 

  ・ポリテク関西オーダーセミナーは参加者が少なくなってきました。継続は難しい様子。 

  ・プレスのメニューの要望は出しています。高度ポリテクのプレス実習メニューは H30 から大阪でも 

   実施出来る見込みです。 

  ・ポリテク関西オーダーセミナーの既存コースを工業会で告知する案はどうか 

    →人気のないコースを紹介したら逆効果になる！ 

     高度ポリテクの人気のあるコースを当会専用で出来ないか交渉してはどうか 

 

６）前回理事会でのプレゼンを受けて、何かに取り組みますか 

  ・現在のメンバーのみで、補助金等何かに取り組むことは難しい。 

    他のメンバー（理事、青年部など）の協力が無ければ出来ない。労力が足りない。 

 

 

※予定時間をかなりオーバーしたため、次回委員会の日程は決めず終了 

 

 

以  上 

 

 


